
主体的に問題解決に取り組める1

「やってみたい！」単元導入

同じ問いかけを，単元導入と単元末に設置しています。

単元の前後に同じ問いかけに取り組むことで，学びに

よる成長を子どもたち自身が実感できます。

「考えてみよう」

3 年 p.22-23

平成 27 年度版の単元導入

3 年 p.34（単元未）

単元の導入は，子どもたちが主体的に学習に取り組む最初の一歩です。
子どもたちがわくわくした気持ちで学びに向かえるように，子どもたちのいきいきとした表情の活動写真や， 

理科への関心が高まる写真 · イラストを，見開きでダイナミックに掲載しています。

日常生活や既習事項を
思い出す場面です。

考えてみよう

もう一度

チョウの体は，どんなつくりに 
なっているかな。

新 旧

単元末
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主体的に問題解決に取り組める1

学習を見える化

4 年 p.112-113

4 年 p.114

主体性を生かした問題づくりのために，「問
題」の前に「問題をつかもう」を設置しました。

子どもたち自身が考え，話し合って「問題」を

見いだす過程を具体的に示しています。

「問題をつかもう」

●先生の発問例から，子どもたちを 

そっとリードします。

●対話的な活動の場面を表しています。

「問題をつかもう」と「フラッグ＆ライン」で，

子どもたちにとっても，先生にとっても，見通しをもって学習に取り組める教科書になりました。

　　　　と　　　　のみ 
フラッグの色を変えて， 
対応を強調しているよ。

まとめ問題

問題解決の流れが一目でわかるように，問題
解決のステップをフラッグで示し，ラインで１本

につなぎました。

フラッグ＆ライン
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